
 

学校教育目標 「知・徳・体の調和のとれた たくましくしっかりした子の育成」 

宇陀市立榛原小学校 校長 山田知治 令和５年５月３０日発行 NO.２ 

 

学校生活にも慣れ、生き生きと学習に取り組んでいます。 
新学年がスタートして約１か月半がたちました。４月には授業参観や個人懇談があり、子どもたちや学校の様子について、保護

者の皆様と交流させていただき、誠にありがとうございました。５月には春の遠足を実施し、間もなく６月に入りますが、子どもたち

は学校生活にも慣れ、教科の学習や学校行事に、生き生きと取り組んでいます。 

５月８日以降、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことにともない、学校での感染対策や対応も一部変更となりました。

市教育委員会から通知がありました通り、学校においてもそれに従って対応を行っているところです。また、５類移行に伴い、これ

までの様々な教育活動が子どもたちにとってより有意義なものとなるよう、制限の緩和を検討していきたいと考えています。例え

ば、これまで中止していた縦割り班活動や集会活動などを、感染予防対策を講じたうえで実施したり、日を分散型して実施してい

た授業参観を１日で実施したりするなどの緩和措置を検討しています。（なお、感染拡大時には、一時的に行事や活動を制限する

場合があります。）保護者の皆様には、改めてご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
各学年が春の遠足を実施。     

５月中旬に、本校では各学年が春の遠足を実施しました。学校の中ではできない様々な体験や見学を通して、子どもたちは楽し

く学習をすることができました。実施に際しまして、保護者の皆様には何かとご協力いただき、ありがとうございました。 

                            

    

 

 

 

 

 

 
全校で避難訓練を実施しました。 

 ５月２３日に全校で避難訓練をおこないました。今回の避難訓練は、火災を想定したものです。教員の誘導のもと、子どもたちは

「おさない・走らない・しゃべらない・もどらない」の合言葉のもと、スムーズに運動場に避難することができました。火の怖さと命

の大切さを認識するとともに、日ごろからいざという時の行動を身に付けて、安全な学校生活としていきたいと考えます。 

    「ながら見守り」のお願い    

 日頃より、原則として子どもたちは集団登校、集団下校をしています。その際には、見守りたいの方々による見守りなど、子どもたちは地域

の方々により、その安全を守っていただいております。しかし、不審者による被害や交通事故等から子どもたちを守っていくためには、より多く

の人々による見守りが必要です。そこで、地域の皆様、保護者や家族の皆様の「ながら見守り」をお願いしたいと思います。何か用事をしなが

らでも出かけられたついででも結構ですので、目に付く範囲で子どもたちの様子を見守っていただければ幸いです。 

 

 

１・２年 平成榛原子供の森公園 

３・４年 桜井浄水場・長谷寺 

５年 県立野外活動センター 

６年 明日香村 

 

遠足行先 

 

１・２年生の遠足では、学校から

平成榛原子供の森公園まで、徒

歩で行きました。現地では小グル

ープに分かれ、様々な遊具で遊

びました。 

 汗ばむ陽気でしたが、皆元気に

過ごし、帰りも学校までがんばっ

て歩くことができました。 

 

 


